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アベルマブ群は、Best Supportive Care単独療法群と比較して、OSの有意な延長が認められ、
アベルマブの治療による統計学的に有意なOS延長は、全患者集団およびPD-L1陽性の患者
集団のいずれにおいても認められた。(全患者集団1年での全生存率アベルマブ群71.3％、対
照群58.4％、PDL1陽性：アベルマブ群で79.1％、対照群で60.4％)

アベルマブは、一次化学療法で進行しない尿路上皮がん患者において、BSCと比較し、全生存期間を有意に延長した。
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プライマリーエンドポイント

アベルマブ10mg/kg/2week

（HH)アベルマブ維持療法

尿路上皮癌

全患者集団およびPD-L1陽性患者集団における無増悪生存期間、有害
事象など
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全患者集団およびPD-L1陽性患者集団における全生存期間（OS）
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JAVELIN Bladder 100（NCT02603432）

レジメン名
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投与スケジュール

図
1 15 （日）

アベルマブ
アベルマブの投与に当たっては、インラインフィルター（0.2ミクロンのメンブランフィルター）を使用する。

処方内容

図
1 2 3 4 5 （時間）

主 Rp1 ルート確保
側 Rp2 30分
側 Rp3 60分

100ml 点滴 ルート確保 1

投与量 投与方法

PDや許容できない副作用が出現するまで継続

投与時間（投与速度）

休薬期間（②）1日

30分
（アセリオは体重に応じて減量）

1
アセリオ 1000mg

投与期間（①）

1コースの期間（①＋②） 14日

薬剤

投与回数コース

Rp

2
ポララミン 5mg

点滴

13日

点滴 60分 13

投与日

250ml生理食塩水

4

1 生理食塩水

バベンチオ点滴静注
(200mg/10mL)

10mg/kg

(HH) アベルマブ維持療法.xlsx



副作用情報（頻度、対処法）

根拠となる論文あるいは資料以外に参考にした文献・資料

備考

薬剤部門システム

登録 確認登録 確認

病院端末

承認

甲状腺ホルモン投与。
症候性の場合grade2以上で休薬

対処方法（減量・中止含む）頻度（全grade）

10.5%甲状腺機能低下症

掻痒症 13.7% 症状に応じて抗ヒスタミン薬を使用する。

項目

grade2で休薬、grade3以上で投与中止下痢

grade1で投与速度50%、grade2以上で投与中断、grade3
以上で症状に応じ抗ヒスタミン薬・ステロイド・エピネフリ
ン等の投与

審査結果

10.2%

発熱 6.7% 解熱鎮痛薬の内服

副作用情報は適正使用ガイドを参考に記入した。

バベンチオ点滴静注200mg 添付文書
バベンチオ適正使用ガイド

2021/4/28

申請書受理 小グループ審査

皮疹 4.9% grade3で休薬、ステロイド外用、内服

infusion reaction 10.2%

審査委員会

2021/4/1 伊藤、村上、堀
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